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連続ドラマW「フェンス」でWOWOWプロデューサー高
江洲義貴さんに続き、NHKエンタープライズ北野拓プロデ
ューサー（右写真・左）、脚本の野木亜紀子さん（右）も登
壇した。トロフィーを手にした高江洲さんは「北野さんと野木
さんが沖縄の人たちの気持ちを掬い上げてくれ、プロデュー
サーというより『ウチナーンチュ』としてありがたかった。監
督やキャストを含め、チーム一丸となって困難な問題に正
面から取り組めた。心から感謝を申し上げたい」と涙ぐんだ。
　北野さんは「沖縄放送局で記者をして、目の前で米軍の
事件事故が起きても思うように捜査できない、裁けない現
実をいつかドラマにしたいと思っていました。復帰50年のタ
イミングで野木さんに声をかけたんですが、やはり成立する
のに難しい企画で、普天間出身の高江洲さんが頑張ってく
れてなんとか成立しました」と経緯を話した。
　野木さんは「沖縄にはドラマで扱ったこと以外にもたくさ
ん問題があって、絡み合っている。背負うものが大きすぎ
て、実は1回断って、時間をかけて説得されたんですが、
やはり非常に苦しい作業でした。北野さんと高江洲さんに
支えてもらいながら、脚本家としてなんとかエンターテインメ
ントの形にでき、大賞をいただいたのが本当に本当に嬉し
いです」と感慨深さをにじませた。

❖テレビ部門・大賞

NHKスペシャル「“冤罪”の深層～警視

庁公安部で何が～」チーフ・ディレクターの

石原大史さん。「警視庁公安部が捜査の中

核にある冤罪事件。公安部は外の目が届き

にくい組織なんですが、事件を引き起こした

具体的な証言や物証が出てきて手応えが生

まれました」と取材の過程を振り返った。

　福岡放送「ナンデモ特命係発見らくちゃ

く！～ 28歳の小卒女性SP！完全版～」は

「13年間、細 と々視聴者の夢を叶えてきた

深夜番組。壮絶な人生を歩む依頼者の、た

だ学校に通ってみたいという願いを叶えてあ

げたいという試みだった」とディレクターの轟

木洋志さん。

　原爆投下後の撮影場所を特定する緻密な

作業を追った「ながさき原爆記録全集 山端

庸介原爆全写真 被爆翌日117枚全解析」。

長崎ケーブルメディア放送部部長の斉藤礼

子さんは「本当にいろんな方にお世話になっ

た番組」だと、関わった一人ひとりの名を挙

げて感謝した。
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　トロフィーのバードマンを手にした神木さん。
関係者への謝意を表した後、バードマンに視線
を落としながら「今日はこの嬉しい気持ちを胸に、
この子と一緒に寝たいと思います」とチャーミン
グなコメントで笑いを誘った。「らんまん」チーフ
演出のNHK渡邊良雄さんがお祝いに登場する
と、「わっ！ 良雄さん。ほんとに、すごくお世話
になったんです」と嬉しそうに花束を受け取った。
　司会者が渡邊さんに、「らんまん」でグッとき
た神木さんの演技について尋ねると、
　渡邊「19週の前に長女の園子ちゃんが病で
亡くなり、二人がどうやって立ち直るかを月曜日
一日で表現する回があった。現場で台本の相
談を長田（育恵）さんにして……」
　神木「本当によく考えてセリフをいろいろ書い
てきてくださったのに、沈黙のシーンにしてもらっ
た。長田さんにどれだけ頭を下げればいいのか。
でも、いっぱい議論させていただいた」
　渡邊「15分という時間に3分ぐらい無言の
芝居があって、神木さんと浜辺（美波）さんの
演技力で乗り切ってもらおうと思いました」
　神木「それをよしとしてくださった監督の、そ
して現場の器の広さに感謝しています」
　と、印象的な場面の撮影秘話をライブで披
露してくれた。

❖テレビ部門・個人賞
神木隆之介

　「私はNNNドキュメントが大好きなんです。日本テ
レビ系列各局が熱い思いで作っているのに、日曜
深夜で見てくれる人が少ないのがすごく悔しかった」
から、その縮尺版をYouTubeに配信し始めたと語
るNNNドキュメント・プロデューサーの今村忠さん
（右写真・右）。「2019年末に（ディレクターの）斉
藤（真也）と二人で始めたんですが、『30分や1時
間もある番組をたった3分、5分に短くするなんて、
できるわけないだろう』という目で見られ、それでも
『スマホでも見られるNNNドキュメントにしたいので
協力してください』と言い続けているうちに支持される
ようになりました」と受賞の喜びを噛みしめた。
　斉藤さんは「ネットユーザーに刺さるように、強い
言葉や映像を使い、電車に乗った一駅分で涙が出
てしまうような作りにしています」と裏話を明かした。

Nドキュポケット 

　司会を務めた「サンデーモーニング」（TBSテレビ）について、「終わってみると長いですね。
始まったのは昭和で、スマホもケータイもなかった時代。私は飽きっぽい性格なんですが、
飽きなかった。それだけやりがいのある仕事だったのかな」と番組を振り返り、「BSで新しい
番組を始めたんですが、36年半の穴がぽかっと空いたところはまだ埋まってない。どうしても
情報番組を見て、これはどう扱えばいいのかなと考えてしまい、もう考えなくていいんだと思う
と寂しい」と今の気持ちを語った。
　「サンデーモーニング」で印象深いエピソードを、と尋ねられると、「一言じゃいえません」と
きっぱり。これから司会者を目指す人たちに贈る言葉を、と向けられると、「なるべく自然にお
やりになってください」と穏やかに答えた。

❖ラジオ部門・DJパーソナリティ賞　オードリー
　「オードリーのオールナイトニッポンin東京ドーム」で、ライブビューイ
ングと生配信合わせて16万人を熱狂させた二人。その実績を評価され
たことを受けて、若林正恭さんは「ついこないだ東京ドームでイベントや
ったんで、今日の会場ちょっと狭く感じますけども……」と会場を沸かせ
た。ピンクのベストに身を包み、お馴染みの歩き方で登場した春日俊
彰さんも、満面の笑みで人差し指を上げて「DJパーソナリティ賞、い
ただきトゥース！」と力強い一声。

　司会者から、お二人に憧れてこれからラジオを目指す次世代のパー
ソナリティに励ましの一言を、と促されると、春日さんが「春日を目指す
人はたくさんいると思いますが」と応じ、すかさず若林さんが「いないと
思います」とツッコむ。春日「春日を目指しても、春日のことは超えられ
ないから」、若林「超えたくもない」、春日「憧れるのをやめましょう」、
若林「大谷翔平さんですか」と、ラジオさながらの掛け合いを披露。終
始たっぷりのサービス精神で盛り上げた。

関口 宏  タレント・司会者・俳優

テレビ部門ラジオ部門

志賀信夫賞 フロンティア賞

左）壇上に向かう神木隆之介さん
右）祝辞を述べるNHK渡邊良雄さん
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空想労働シリーズ サラリーマンで
脚本・演出をしたRKB毎日放送の冨
士原圭希さん。「ヒーローと“（二面怪
獣オベッカーなどの）会獣”が戦う特
撮ものの体をとっていますが、私が入
社5年間で見た少し寂しげな先輩方
の姿をリアルに落とし込んだ社会派ド
ラマです」と番組を紹介した。

　福井放送報道制作局専任局長の
重盛政史さんはFBCラジオスペシャル
「輝く！ゴールデンエイジふくい」につ
いて「多くの人の胸を打つ60歳以上
の男声合唱団の歌声。ラジオでもチ
ャレンジし、生きる喜びを歌に乗せて
いる姿を追った。合唱団の方々とこ
の受賞を喜びたい」と思いを込めた。

　TOKYO FMのゼネラルプロデュ
ーサー延江浩さんは「50年以上前の
OBを訪ね、局のライブラリーを掘り起
こし」て、逝去から3週間で小澤征爾
追悼番組「セイジ、フォーエバー」を
作りあげてオンエア。マエストロのオー
ラの深さにも触れつつ、喜びを込めて
先生を送り出せたと語った。

　ごんべんに化けると書く“訛り”は変化
の帰結という説もあるが、SBSラジオギ
ャラリー「方言アクセントエンターテイン
メント～なまってんのは、東京の方かも
しんねーんだかんな～」が紹介したのは、
アクセントに決まりがない言葉こそが日
本語の祖型じゃないかという説。「栃木
弁や宮崎弁の方に『訛ってるね』と言う
のは言いがかりかも。冤罪を晴らしてあ
げたかった」「方言を残す活動を全国の
地方局に是非やっていただきたい」と大
賞に輝いた静岡放送編成業務局次長・
アナウンサー野路毅彦さん。トロフィー
を手に目を輝かせた。

❖ラジオ部門・大賞

❖ラジオ部門・優秀賞

　日本放送協会「NHKアナウンサーの
命を守る呼びかけ」に関する一連の取り
組みについて、アナウンス室チーフ・アナ
ウンサー井上二郎さんは「東日本大震災を
きっかけに全国500人を超えるNHKアナ
ウンサー、局のプロフェッショナルのみなら
ず行政や研究者、さらには全国の遺族の
方にも話を聞いて、命を守る言葉を模索し
続けた」「その結果生まれたのが、強く、そ
して命令口調で呼びかける言葉だった」「ま
さか、そういう言葉を使う日が……と心のど
こかで思っていたが、今年元日に能登半
島地震が発生し、震災以降に入局した若
いアナウンサーが、先輩たちの思いを受け
継いで、あの言葉を発した」と振り返った。

❖報道活動部門・大賞❖報道活動部門・優秀賞

　自身が小学校のPTAや保育園の父母会
に関わったのがキャンペーン「かわるPTA」
のきっかけだったという東海テレビ放送報道
部主査の岩佐雄人さん。「税金で買うべき物
をPTAが集めたお金で買っている。教育予
算が足りないのが一番の問題で、予算を増
やす動きに繋がりました」司会は第56回DJパーソナリティ賞の鬼頭里

枝さん（左）と第59回同賞の森谷佳奈さん

　UberEatsを週3日利用するというCBCテ
レビ報道部記者の柳瀬晴貴さん。トゥレット
症の配達員と出会い、トゥレット症に関する
一連の報道活動に取り組んだ。「自分も街
で見ると距離を取っていた一人だった。同じ
ように誤解している人は多いかもしれない。
知ることは大切だと実感しました」と語った。

　電車で通勤・通学する父と娘
の12年をワンカットで表現した相
鉄東急直通記念ムービー「父と
娘の風景」。相鉄ホールディング
ス経営戦略室第三統括担当課
長の塩﨑匠さんは、喜びを隠し
きれない表情でトロフィーを手にし
た。

　コロナ禍を経て日常が戻り、マ
スクをはずして笑顔を見せあえる
社会をキンチョウならではのテイス
トで表現した蚊対策「マスクをは
ずして」シリーズ。大日本除虫
菊の宣伝部課長の小林裕一さん
が、しっかりとトロフィーを受け取
った。

　海賊版を読むのを「やめよう」
ではなく、正規版を読んでくれて
「ありがとう」とアピールしたABJ　
STOP海賊版「ありがとう君の
漫画愛」。膨大な人気漫画を読
み込んだ労作を指揮した博報堂
クリエイティブ局クリエイティブディ
レクターの井口雄大さんが登壇。

❖CM部門・優秀賞

　ティロリ音をYOASOBI『群青』×Vaundy『花占い』でマッシュアップ
し、若者の迷いと解放を描いたマックフライポテト「ティロリミックス」。
日本マクドナルド取締役上席執行役員CMOのズナイデン房子さんは「こ
の作品を作るにあたってクリエイティビティが持つ無限の可能性を実現して
くれたチームの皆様に、本当に心から感謝申し上げます。たくさんの難し
い局面があったにもかかわらず、見事にこの世界観を作り上げてくださっ
て、日本中の多くの若い皆さんに勇気を与える作品にしてくださった」と感
謝を口にした。

❖CM部門・大賞

ラジオ部門CM部門

報道活動部門

写真上）大賞を受賞したNHKアナウンサーの皆さん
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文／飯田みか　写真／岩尾克治、官野 貴、花井健朗、船元康子

TBSテレビ　金曜ドラマ「不適切にもほどがある！」

　「不適切にもほどがある！」は、一般視聴者が参加して選ぶ「マイベ
ストTV賞グランプリ」とテレビ部門の「特別賞」をダブル受賞。TBS
スパークルのプロデューサー磯山晶さん、TBSテレビのディレクター金
子文紀さん、そして主演の阿部サダヲさんが、壇上に2回登場した。
　マイベストTV賞のプレゼンターは投票に参加した大学生。「親の世
代が本当にこんな世界だったのか。こんな番組があったのかと、とても
驚き」ながら楽しみに見ていたという。
　磯山さんは「私は昭和に生まれ、平成に就職し、令和まで放送局で
働いていますが、その間に適切と不適切の境目がすごく変わっていくの
を感じたので、それをテーマにしました」「最初のセリフが『おい起きろブ
ス、盛りのついたメスゴリラ』。本当にドキドキしましたが、宮藤官九郎

さんのこの攻めの姿勢を守んなきゃいけないと思ったし、守りに入らない
でよかったと今日改めて思っております。この世界観を実現できたのは、
スタッフとキャストの皆さんの才能と努力の賜物です」と語った。
　演出の金子さんは、ミュージカルシーンの狙いについて「ドラマでテ
ーマやメッセージを訴えると説教臭かったり辛気臭かったりしていやだな
と思うんです。ミュージカルなら面白いなかで伝わるし、字幕が出るので
むしろセリフより伝わるかもと思いました。やっていて楽しかったですね」
　阿部サダヲは「僕は昭和で、テレビでおっぱい見てたんで、いい時
代でしたよね。あ、これ生配信でしたっけ？」と笑わせ、2度目の登壇
でも「僕もビンタされすぎてニキビができて、ニキビがおっぱいに見えて、
あ、生配信？」と観客を沸かせた。
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